
秋
分(

し
ゅ
う
ぶ
ん
）

白
露(

は
く
ろ
）

二
十
三
日

：

八
日

：

二
十
四
節
気

長
月(

な
が
つ
き
）

九
月
一
日

(

二
〇
二
三
年
）

【
今
月
の
暦
】

令
和
五
年

〒
二
二
六
ー
〇
〇
二
一

発
行
者

：

株
式
会
社
ベ
ス
ト
ク
ル
ー

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
北
八
朔
町
一
八
九
八
ー
三

連
絡
先

：

〇
四
五
ー
九
三
三
ー
八
四
二
二

M
A
I
L:

i
n
f
o
@
b
c
r
e
w
.
c
o
.
j
p

発
行

：

令
和
五
年
九
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一
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第
０
０
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八
號

【
長
月(

な
が
つ
き)

の
暦
】

【
二
十
四
節
気
】

八
日

：

白
露
（
は
く
ろ
）

二
十
三
日

：

秋
分
（
し
ゅ
う
ぶ
ん
）

夜
間
の
気
温
が
下
が
り
、草
木
に
朝
露
が
宿
り
は

じ
め
る
頃
。

降
り
た
露
は
白
い
粒
の
よ
う
に
光
り
、少
し
ず
つ

暑
さ
も
和
ら
ぎ
、そ
こ
こ
こ
に
秋
の
気
配
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

昼
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
日
の
こ
と
。

こ
の
日
を
中
心
と
し
た
一
週
間
が
秋
の
お
彼
岸
で

す
。こ
の
頃
か
ら
過
ご
し
や
す
い
気
候
に
な
り
、

徐
々
に
秋
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
、月
の
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

旧
暦
の
季
節
や
行
事
と
合
わ
せ
た
も
の
な
の

で
、現
在
の
季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が

あ
り
ま
す
。

九
月
の
和
風
月
名
は「
長
月（
な
が
つ
き
）」で
す
。

長
雨
が
続
く
と
い
う「
長
雨
月（
な
が
め
つ
き
）」や

夜
が
長
く
な
る
と
い
う「
夜
長
月（
よ
な
が
つ
き
）」な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
た
物
が
短
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
一

般
的
で
す
。

秋
分
の
日
の
前
後
に
は「
お
彼
岸
」で
、墓
参
り
な

ど
、先
祖
を
供
養
す
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

【
長
月(

な
が
つ
き)

の
旬
】

魚
介
類

：
野
菜
類

：

果
実
類

：

秋
刀
魚
、鯛
、マ
ゴ
チ

伊
勢
海
老
、毛
蟹
、車
海
老

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
、戻
り
鰹

真
鰯
、縞
鯵
、鯖
、喉
黒

ア
カ
エ
イ
、落
鮎
、秋
鮭

ハ
ゼ
、カ
ジ
カ

里
芋
、茄
子
、モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

蔓
紫
、銀
杏
、む
か
ご
、

落
花
生
、獅
子
唐
辛
子

高
原
キ
ャ
ベ
ツ
、椎
茸

ほ
ん
し
め
じ
、パ
セ
リ

サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
、栗

ア
ケ
ビ
、柘
榴
、グ
ア
バ

す
も
も
、柿
、す
だ
ち

青
柚
子
、梨
、か
ぼ
す

パ
パ
イ
ヤ

【
長
月(

な
が
つ
き)

の
色
々
】

【
編
集
後
記
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

今
月
の
祝
祭
日

今
年
は
本
当
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
。東
京
は

八
月
全
日
が
真
夏
日
と
い
う
記
録
で
し
た
が
、

北
陸
や
東
北
、北
海
道
な
ど
で
も
猛
暑
日
が
連

発
し
て
い
ま
し
た
ね
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
予
報
が
出
て
い
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
時
期
は
台
風
に
も
注
意
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば…

」と

い
う
こ
と
で
色
々
見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
特
に
期
限
と
な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

・
特
に
期
限
と
な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

・
十
八
日

：

敬
老
の
日

・
二
十
三
日

：

秋
分
の
日


